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　９月１日　防災の日　
から何を学ぶのか？
今から９７年前の１９２３年９月1日，午前１１時５８分，マグニチュード７．９の巨大な地震が関東地方をEQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(おそ),襲)いました。いわゆる「関東大震災」です。この地震は死者・行方不明者１０万人以上，建物全半壊・焼失約３７万棟，けが人は数えきれないくらいの犠牲となりました。暦の上ではこの月，台風や強風が多いと言われています。毎年のようにどこかで災害が起こり，大切な命が奪われています。１９６０年にはこの日を「防災の日」とし，災害に対する日常の備えや心構えの準備を再確認し，災害に対する認識を深めるためにさまざまな啓発活動や行事が行なわれています。災害で一人の命も犠牲にしない取組を進めていくことはとても大切なことです。しかし一方で，この「関東大震災」の混乱の中で何が起こったのかも忘れてはならない出来事です。この混乱の中で「朝鮮人が火をつけ，暴動を起こそうとしている」「井戸に毒を投げ入れた」というデマが流され，どんどん広がり，デマを信じた市民による自警団や軍隊が多くの朝鮮人や中国人を殺すという事件が起こりました。6千人余りの命が犠牲になったと言われています。その中には日本人もいました。なぜデマは流され，なぜ人々がデマを信じ，そして大切な命を奪うという行動になっていったのでしょう？当時の歴史的背景と災害の混乱の中で人々の暮らしや命まで脅かされ，不安は募り，その不満はEQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(だれ),誰)かに暴言を吐く，攻撃する，弱いところ弱い人々へと向けられる，差別が繰り返される構造そのものだとEQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(おも),思)います。
　まさに今コロナ禍の中で，当事者の方々への誹謗・中傷が繰り返されるということが起こっています。９７年前のあの時と同じことが繰り返されています。私たちが過去から学ばなければならないことは何でしょうか？正しい事実を学び，理解すること。一人ひとりがかけがえのないひとりであり，大切な人権をもっているということ。そして全ての人の人権が尊重され，大切にされなければならない。「命の重み」を今だからこそ問い直していく時期なのかもしれないと思います。



ちゅーぶ　カラフル絵の具箱！
本庄コミュニティセンター

◆地域交流事業

「アロマdeマスクスプレー」
アロマで毎日の気分をコントロール

日　時　９月2４日　木曜日
１０時から１１時３０分
内　容　アロマの香りは脳をリラックスさせる効果があります。コロナ疲れに心地よい，アロマスプレーを一緒に作りましょう。

講　師　林内　亜美さん　アロマセラピスト

材料代　1本５００円

定　員　１０人　定員になりしだい締切ます

　　※マスクの着用をお願いします。

◆高齢者交流事業

「うたごえ広場」♪♪

合言葉は「みんなで歌えばこわくない」

日　時　９月2８日から１２月７日　１０時から
毎回月曜日　１０回連続講座★初心者歓迎　
内　容　歌うことが好きな人。耳から聴いて真似をすることから始めます。歌って心とからだを健康に！

講　師　徳毛　陽子さん　　畑　久美子さん

参加費　フェイスシールド代３００円
定　員　１０人　申込必要

■会場はすべて本庄コミュニティセンター
いずれの講座も　
問合せ　本庄コミュニティセンター　

電話　０８４－９２３－８４７５


手城公民館
◆手城社会教育活動事業

＜てしろライフセミナー＞

めざせ！好機幸齢者①　★学ぼうと思う「今」が最も好機
「健康寿命を延ばすストレッチ」
日　時　９月７日　月曜日　１３時３０分から
内　容　コロナ禍でステイホームが続く中，フレイル予防のためにも家の中で毎日気軽にできる体操を学びます。

講　師　崎谷　俊明さん　
からだカイゼントレーナー

定　員　１５人　申込必要

※マスクの着用・室内用運動靴・タオル・水分補給用飲み物をお願いします。

めざせ！好機幸齢者②
　　「折りばらでまちづくり」
日　時　９月１７日　木曜日　１３時３０分から
内　容　フレイル予防のひとつに指先・頭を使う折りばらを習いましょう。

講　師　城本　千代さん　手仕事愛好家
定　員　１０人　申込必要

※マスクの着用・水分補給用飲み物をお願いします。

めざせ！好機幸齢者③
　　「ウィルス感染って何？」
日　時　９月３０日　水曜日　１３時３０分から
内　容　コロナ感染症がまだ収まらない中，インフルエンザ流行の季節が目の前です。正しく感染症対策について学びましょう。

講　師　古城　研二さん　こじょう内科　院長

定　員　１５人　申込必要
※マスクの着用・水分補給用飲み物をお願いします。

めざせ！好機幸齢者④
　　「コロナ禍の生前整理」
日　時　１０月２１日　水曜日　１０時から
内　容　誰もが前向きになれる生前整理を学びましょう。
講　師　崎谷　裕恵さん
くらしカイゼンアドバイザー

定　員　１５人　申込必要

※マスクの着用・水分補給用飲み物をお願いします。

■会場はすべて手城公民館　■対象者は成人と高齢者
いずれの講座も　
問合せ　手城公民館　

電話　０８４－９３１－４００９　


芦田川きれい　きれいプロジェクト
２０２０年度芦田川　水辺の学び舎
参加募集のお知らせ

日　　時 　９月27日　日曜日　
9時30分から12時30分
※状況によっては中止の場合もあります。

集合場所 　 出口川河川敷
府中市こどもの国ポムポム北側

9時15分集合
体験場所  　出口川河川敷
内　　容  　芦田川に実際に入って、生き物を探す、
調べる、観察する体験学習会
対　　象 　小中学生、保護者他　参加費用 ： 無料
応募方法 　郵便番号・住所・参加者全員の氏名・年齢・職業・電話番号を記入し、下記のいずれかの方法で申込受付。
※今年は無料送迎バスはありません。
　　■はがき　郵便番号720-8555（住所不要）
エフエムふくやま「水辺の学び舎」係
　　■ファクス　084-920-8778
　　■mail：aemc@ｆm777.co.jp

　　※お問合せ先　電話084-920-8777

　　　　芦田川環境マネジメントセンター事務局


西深津学区人権講座
◆第１講座
「あなたの個人情報も危ない」
人権侵害から自分を守るために
日　時　９月９日　水曜日
１９時から２０時３０分
場　所　深津コミュニティセンター2階　第２学習室
内　容　コロナ禍の中で起こっている人権侵害や部落差別をはじめとするさまざまな差別の実態を知り，差別をなくすために自分にできることは何かを考えましょう。人権尊重のまちづくりの担い手の一人としてできることを
講　師　山下　真澄さん
　　　　　部落解放同盟広島県連合会副委員長
定　員　４０人　
◆第2講座
「自分らしさ」って何だろう？
心もからだもいろいろ　彩り豊でええじゃん
日　時　９月２３日　水曜日
１９時から２０時３０分
場　所　深津コミュニティセンター2階　第２学習室
内　容　
こころもからだもいろいろ，彩り豊かでええじゃんをモットーに，セクシュアルマイノリティ特有の心と体　自分の性　について　生きづらさ　を感じている子どもたちとその保護者のためのサポートや，多様な性と生　を伝える活動を積極的に行われています。当事者の思いを聴き，お互いを認め合うことはどういうことかを考えましょう。
講　師　當山　敦己さん　　高畑　桜さん
　　　　　　　ここいろhiroshima共同代表
定　員　４０人　
■第１・２講座とも定員は４０人
※コロナ禍による三密を防ぐために定員制にしています。当日はマスク着用でお願いします。
※要約筆記があります。
※駐車場は中溝公園です。
主　催　深津コミュニティセンター
　　　　深津コミュニティセンター運営協議会
共　催　西深津学区人権学習推進協議会
問合せ　深津コミュニティセンター
　　　　電話　０８４―９２３－８１０３


深津公民館
◆団体別等学習事業　人権講座
「障がい」その特徴と接し方
日　時　９月１６日　水曜日
1９時３0分から２０時30分
場　所　深津公民館　2階会議室

内　容　２０１６年4月　障害者差別解消法　が施行されました。この法律は，障がいのある人への差別をなくすことで障がいのある人もない人もお互いに人格と個性を尊重しながら共生できる事をめざしています。共生できる社会に向けて何ができるかを一緒に考えましょう。
講　師　竹内　公昭さん　
ＮＰＯ法人　びぃあらいぶ　理事長
定　員　３０人　
※コロナ禍による三密を防ぐために定員制にしています。当日はマスク着用でお願いします。申込み必要

問合せ　深津公民館　

電話　０８４―９２５－４２６３


行政書士等による
相続　遺言手続きに関する　無料相談会

　　福山市コミュニティセンター事業
日　時　　９月１９日　土曜日　　
9時１５分から１１時５０分
場　所　　福山市三吉コミュニティセンター
　　　　　　福山市三吉町二丁目８－５
電　話　　０８４－９２３－８８６５
　　　※事前に予約をお願いします。
　　　※お気軽にご相談ください。
・遺言の書き方がわからない
・死後，自分の財産がどうなるか分からない
・自分の財産を寄付したい         …など
　　　※秘密は厳守いたしますので，安心してご相談ください。


平和アピール展
たくさんの思いがこめられた作品が出品されました。



視覚障がい等の理由がある人のために，営利目的を

除き「録音」「点字」「拡大」などを認めます。
＝人権は　一人ひとりの　宝物＝
